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概要：新学習指導要領では，ＩＣＴを活用した授業づくりが重要視されていることから，特に深い学び

を実現し思考力，判断量，表現力等を育成する視点からタブレットＰＣを活用した授業づくりの研究

を行った。調査研究や授業実践から思考力，判断力，表現力等を詳細な「思考のかたち」に分類し，か

たち毎に，対応するタブレットＰＣの活用法を整理した。その上で，対応を示した票を拠り所に授業づ

くりを行うことで深い学びを実現し思考力，判断力，表現力等を効果的に育成することができると考

えた。そして，検証と考察の結果「思考のかたち」とタブレットＰＣの活用法を対応させた表と，教員

を支援する授業づくりシートを開発することができた。 
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１ はじめに 

新学習指導要領では，ＩＣＴを活用した授業

づくりが重要視されている。しかし，相模原市

は特にタブレットＰＣの活用の推進に大きな課

題がある。また，その効果や具体の活用の仕方

については，様々な先行研究で示されているも

のの，深い学びを実現し思考力，判断力，表現

力等を育成する授業づくりを視点とした報告が

全国的に少ない。そこで，教員が心理的ハード

ルを感じずに，タブレットＰＣを効果的に活用

した授業づくりを推進するために，これらのこ

とを明らかにする研究を行った。 

 

２ 研究仮説 

調査研究から，思考力，判断力，表現力等を

育成する授業では，次の３つの活動が行われて

いることが分かった。 
Ａ	 文字・音声・画像・映像等をタブレットＰＣ

で繰り返し見返す活動 
Ｂ	 文字・音声・画像・映像等をタブレットＰＣ

で編集する活動 
Ｃ	 児童生徒のタブレットＰＣの情報（文字・音

声・画像・映像等）を共有する活動 

当初，この活用法を軸に授業づくりの視点を

明らかにしようと考えたが，困難さを感じたた

め，中村らの先行研究１）に着目した。中村らは，

思考力，判断力，表現力等にはいくつかのパタ

ーン（以下，思考のかたち）があり（表１），そ

のことを意識した授業づくりの必要性を述べて

いる。 
 

表１ 思考のかたちのパターン 
項番 思考のかたち 
１ 拡散（発散）的思考 
２ 分析・分類・分解 
３ 収束的思考 
４ 「問題解決」での“問題の発見”や“課題の解決” 
５ 試行錯誤の問題（課題）解決 
６ 集団思考から個の思考への収束 
７ その他 

※８番目のかたちは，校務に関係するものであったため，
本研究では除く 

 
そこで調査研究の結果を，思考のかたち毎に

対応するタブレットＰＣの活用法を示した表

（以下，対応表）に再度分類し直し（表２），そ

れを拠り所に授業づくりを行うことで深い学び

を実現し，思考力，判断力，表現力等を効果的

に育成することができると考えた。 



表２ 作成した対応表 

思考の

かたち

の項番 

Ａ	 文字・音

声・画像・映像
等をタブレット

ＰＣで繰り返し

見返す活動 

Ｂ	 文字・音

声・画像・映像
等をタブレッ

トＰＣで編集

する活動 

Ｃ	 児童生徒の

タブレットＰＣの
情報 （ 文字 ・ 音

声・ 画像 ・ 映 像

等）を共有する
活動  

１  １事例  
２ ４事例   
３   ４事例 
４    
５ ２事例 ２事例 １事例 
６ １事例 １事例 １事例 
７    

 

３ 検証と考察 

検証授業を行った結果得られた知見をもと

に，他の新たな事例も加え，対応表を再度整理

しなおした。（表３） 
 
表３	 思考のかたちと対応するタブレットＰＣ

活用法 

思考の 

かたち 

Ａ	 文字・音声・

画像・映像等をタ

ブレットＰＣで

繰り返し見返す

活動 

Ｂ	 文字・音

声・画像・映

像等をタブレ

ットＰＣで編

集する活動 

Ｃ	 児童生徒のタブ

レットＰＣの情報（文

字・音声・画像・映像

等）を共有する活動 

１	 拡散（発散）

的思考 	 ○	 ○	

２	 分析・分

類・分解 ○	 	 ○	

３	 収束的 
思考 	 	 ○	

４	 「問題解決」での“問
題の発見 ”や“課題の解
決” 

○	 ○	 ○	

５	 試行錯誤の
問題（課題）解

決 
○	 ○	 ○	

６	 集団思考か

ら個の思考へ
の収束 

  
 

７	 その他    

 
特に，思考のかたち６について，表２ではＡ

からＣの全てに対応すると考えていたが，全て

の事例が，他の思考のかたちを育成していると

考えた。例えば，表２のＢに分類した中学校の

国語の事例がある。この授業では，タブレット

ＰＣで個々が作成したマッピングを，画面の集

約機能を用いて集団で共有するという活動を行

っていたため「集団思考から個の思考への収束」

に分類した。だが，よく検討してみると，タブ

レットＰＣでマッピングを編集することで育成

を目指していた思考のかたちは「拡散（発散）

的思考」であり，他の事例でも同様であった。

また，思考のかたち４については，実社会でこ

の思考を働かせる場面でＩＣＴが活用されてい

ることから，全ての活用法が有効と考え，本研

究では対応を表に示した。そして，表３を拠り

所に，教員の授業づくりを支援するワークシー

ト（図１）を開発することができた。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図１	 授業づくりを支援するワークシート	

	

４ 結論と今後の課題 

深い学びを実現し，思考力，判断力，表現力

等を育成する視点から，タブレットＰＣを効果

的に活用するためには，思考力，判断力，表現

力等の詳細な分類に活用法を対応させて，授業

づくりを行うとよいことが分かった。対応表と

ワークシートの効果については検証を続けたい。	
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思考のかたち１から５のＡから 
Ｃに該当 

本研究では取り扱わない 


